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(57)【要約】
【課題】臀部の膨らみに沿って吸収体を配置し、体液の
漏れを抑制できる吸収性物品を提供する。
【解決手段】吸収性物品１は、前胴周り域Ｓ１と、後胴
周り域Ｓ２と、股下域Ｓ３と、を備え、前胴周り域の外
側縁と後胴周り域の外側縁とが接合されたサイド接合部
２９と、吸収体１３が厚み方向に圧搾された一対の圧搾
部８１と、を有する。吸収体は、吸収体の他の部位より
も目付けが低い一対の低目付領域１６を有する。一対の
圧搾部は、股下域から前後方向に延びる第１圧搾部８１
１と、第１圧搾部よりも後側に位置する第２圧搾部８１
２と、を有する。一対の低目付領域は、吸収性物品の前
後方向の中心よりも後側において、吸収体の外側縁から
幅方向の内側に向かって延びる。一対の低目付領域に挟
まれた領域には、前後方向における第１圧搾部と第２圧
搾部の間に設けられ、かつ吸収体が圧搾されていない非
圧搾部８１３が配置される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
前胴周り域、後胴周り域、及び股下域を備え、
　前記前胴周り域の外側縁と前記後胴周り域の外側縁とが接合されたサイド接合部と、
　吸収体が厚み方向に圧搾された一対の圧搾部と、を有し、
　前記吸収体は、前記吸収体の他の部位よりも目付けが低い一対の低目付領域を有する、
吸収性物品であって、
　前記一対の圧搾部は、前記股下域から前後方向に延びる第１圧搾部と、前記第１圧搾部
よりも後側に位置する第２圧搾部と、を有し、
　前記一対の低目付領域は、前記吸収性物品の前後方向の中心よりも後側において、前記
吸収体の外側縁から幅方向の内側に向かって延びており、
　前記一対の低目付領域に挟まれた領域には、前記前後方向における前記第１圧搾部と前
記第２圧搾部の間に設けられ、かつ前記吸収体が圧搾されていない非圧搾部が配置される
、吸収性物品。
【請求項２】
　前記低目付領域は、前記サイド接合部よりも前側に位置する、請求項１に記載の吸収性
物品。
【請求項３】
　前記後胴周り域の少なくとも一部に配置され、かつ前記幅方向に伸縮性を有する伸縮領
域を有し、
　前記低目付領域は、前記幅方向内側に向かうにつれて後方に延びる、請求項１に記載の
吸収性物品。
【請求項４】
　一対の脚周り開口部よりも幅方向内側に位置し、前記前後方向に沿って伸縮可能な収縮
部を有する起立性のレッグサイド伸縮部を備えており、
　前記レッグサイド伸縮部の立ち上がりの基端部は、前記低目付領域に重なる、請求項１
から請求項３のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記低目付領域は、前記前後方向に離間して複数設けられる、請求項１から請求項４の
いずれかに記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、フィット性を高めて、体液の漏れを抑制する吸収性物品が提供されている（例え
ば、特許文献１及び特許文献２）。特許文献１の吸収性物品は、吸収体の両外側縁に複数
の分断部が形成されている。また、特許文献２の吸収性物品は、上層吸収体と下層吸収体
とを有する。下層吸収体には、前後方向に延びる一対の圧搾部が形成されている。上層吸
収体には、幅方向に延びる複数の横溝が一対の圧搾部の間に配置されている。
【０００３】
　特許文献１の吸収性物品の吸収体は、分断部によって前後方向において分断されている
ため、変形し易い。よって、着用者の身体の動きに追従して吸収性物品が変形し、フィッ
ト性が高まる。また、特許文献２の吸収性物品は、横溝が前後方向に所定ピッチで設けら
れているため、横溝を屈曲点として吸収体が変形し易い。よって、着用者の身体の動きに
追従して吸収性物品が変形し、フィット性が高まる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００９－１５３７３４号公報
【特許文献２】特開２００７－１４６３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上述の吸収性物品には、以下の問題点があった。
　特許文献１の吸収性物品の分断部は、股下域に形成されている。よって、股下域におい
ては、着用者の身体の動きに追従して吸収性物品が変形するが、股下域よりも後方、すな
わち着用者の臀部に当たる領域においては、着用者の身体の動きに追従して吸収性物品が
変形しない。
【０００６】
　また、特許文献２の吸収性物品は、股下域において着用者の脚によって挟まれると、一
対の圧搾部間の吸収体が圧縮される。よって、一対の圧搾部の間の剛性が高くなる。当該
一対の圧搾部間に横溝が形成されているため、横溝を屈曲点として吸収体が変形し難くな
ることがある。
【０００７】
　一般的に、着用者の身体のラインは、腹側よりも臀部側が膨らんでいる。よって、漏れ
を防止するためには、臀部の膨らみによって吸収体が配置されていることが好ましい。し
かし、上述の吸収性物品は、臀部の膨らみに沿って吸収体を配置できず、漏れが生じるお
それがあった。
【０００８】
　本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、臀部の膨らみに沿って吸収体を配
置し、体液の漏れを抑制できる吸収性物品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示の吸収性物品（ショーツ型ナプキン１）は、前胴周り域（前胴周り域Ｓ１）、後
胴周り域（後胴周り域Ｓ２）、及び股下域（股下域Ｓ３）を備え、前記前胴周り域の外側
縁と前記後胴周り域の外側縁とが接合されたサイド接合部（サイド接合部２９）と、吸収
体（吸収体１３）が厚み方向に圧搾された一対の圧搾部（股下圧搾部８１）と、を有し、
前記吸収体は、前記吸収体の他の部位よりも目付けが低い一対の低目付領域（低目付領域
１６）を有する、吸収性物品であって、前記一対の圧搾部は、前記股下域から前後方向に
延びる第１圧搾部（第１圧搾部８１１）と、前記第１圧搾部よりも後側に位置する第２圧
搾部（第２圧搾部８１２）と、を有し、前記一対の低目付領域は、前記吸収性物品の前後
方向の中心よりも後側において、前記吸収体の外側縁から幅方向の内側に向かって延びて
おり、前記一対の低目付領域に挟まれた領域には、前記前後方向における前記第１圧搾部
と前記第２圧搾部の間に設けられ、かつ前記吸収体が圧搾されていない非圧搾部（非圧搾
部８１３）が配置されることを要旨とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本開示によれば、臀部の膨らみに沿って吸収体を配置し、体液の漏れを抑制できる吸収
性物品を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施形態に係るショーツ型ナプキンの正面図である。
【図２】図１に示すショーツ型ナプキンの展開平面図である。
【図３】図２に示すＡ－Ａ断面の模式断面図である。
【図４】図２に示すＢ－Ｂ断面の模式断面図である。
【図５】吸収性本体の平面図である。
【図６】ショーツ型ナプキンの装着状態を模式的に示した図である。
【００１２】
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（１）吸収性物品の全体構成
　図１から図５を参照して、実施形態に係る吸収性物品の全体構成について説明する。本
実施形態に係る吸収性物品は、予めパンツ型に形成されたショーツ型ナプキン１である。
なお、吸収性物品は、ショーツ型ナプキンに限られず、使い捨ておむつであってもよい。
また、ショーツ型ナプキン１は、夜用のショーツ型ナプキンであってもよいし、昼用のシ
ョーツ型ナプキンであってもよい。　
【００１３】
　図１は、実施の形態に係るショーツ型ナプキン１の正面図である。図２は、図１に示す
ショーツ型ナプキン１を展開した状態を示す展開平面図である。図２に示す展開平面図は
、ショーツ型ナプキン１を構成する本体トップシート１１や本体バックシート１４等の皺
が形成されない状態まで、伸縮性部材を伸長させた伸長状態の図である。図３は、図２に
示すＡ－Ａ断面図である。図４は、図２に示すＢ－Ｂ断面図である。図５は、吸収性本体
１０の平面図である。
【００１４】
　ショーツ型ナプキン１は、着用者の身体前側に配置される前胴周り域Ｓ１と、着用者の
身体後側に配置される後胴周り域Ｓ２と、着用者の股下に対応し、前胴周り域Ｓ１と後胴
周り域Ｓ２との間に位置する股下域Ｓ３と、を有する。
【００１５】
ショーツ型ナプキン１は、着用者の身体前側と身体後側とに延びる前後方向Ｌと、前後方
向に直交する幅方向Ｗと、着用者に向かう内方向Ｔ１及び内方向と反対側に向かう外方向
Ｔ２に延びる厚み方向Ｔと、を有する。
【００１６】
　ショーツ型ナプキン１は、吸収性本体１０と、シャーシ２０と、を備える。吸収性本体
１０は、液透過性の本体トップシート１１と、液不透過性の本体フィルム１２と、本体ト
ップシート１１と本体フィルム１２との間に配置される吸収体１３と、本体バックシート
１４と、を備える。シャーシ２０は、吸収性本体１０よりも外方向Ｔ２に配置されており
、外装トップシート２１と外装バックシート２２を有する。
【００１７】
　図２に示す状態から、ショーツ型ナプキン１の前後方向Ｌにおける中心１ＬＣを起点に
前胴周り域Ｓ１と後胴周り域Ｓ２とが重なるように折り畳み、前胴周り域Ｓ１の外側縁（
幅方向の外側端）と後胴周り域Ｓ２の外側縁とを接合することにより、図１に示すショー
ツ型ナプキンが形成される。前胴周り域Ｓ１の外側縁（幅方向の外側端）と後胴周り域Ｓ
２の外側縁とが接合されるサイド接合部２９を、図１及び図２に示す。サイド接合部２９
から幅方向に延びる領域は、前胴周り域Ｓ１及び後胴周り域Ｓ２である。サイド接合部２
９よりも前後方向の内側の領域は、股下域Ｓ３である。前胴周り域Ｓ１のサイド接合部２
９を前サイド接合部２９１とし、後胴周り域Ｓ２のサイド接合部２９を後サイド接合部２
９２とする。
【００１８】
　本体トップシート１１は、吸収体１３よりも内方向Ｔ１側に位置する。本体トップシー
ト１１には、不織布や開孔プラスチックフィルムなどの液透過性のシートなどが使用され
る。
【００１９】
　本体フィルム１２は、吸収体１３よりも外方向Ｔ２側であって、シャーシ２０よりも内
方向Ｔ１側に配置される。本体フィルム１２には、液不透過性のシートなどが使用される
。
【００２０】
吸収体１３は、本体トップシート１１及び本体フィルム１２の間に設けられ、着用者から
の排泄物を吸収する。吸収体１３には、粉砕パルプと高吸収性ポリマー粒子との混合物な
どが使用される。パルプの平均目付は、１００～８００ｇ／ｍ２であり、高吸収性ポリマ
ー粒子の平均目付は、０～１００ｇ／ｍ２である。また、吸収体１３は、シート状になっ
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たエアレイドシートでもよい。
【００２１】
　本実施の形態の吸収体の目付は、一定でない。吸収体１３は、吸収体の他の部位よりも
目付けが低い低目付領域１６を有する（図５参照）。低目付領域１６は、吸収体の他の部
位よりも吸収材料の目付けが低く構成されていればよく、吸収材料が配置されてない（目
付が０である）スリットであってもよい。低目付領域１６は、ショーツ型ナプキンの前後
方向の中心１ＬＣよりも後側において、吸収体１３の外側縁から幅方向の内側に延びる。
【００２２】
　吸収体１３は、後述する一対の股下圧搾部８１に挟まれた領域に、周囲よりも目付が高
い高目付領域１７が設けられている。また、吸収体１３は、高目付領域１７よりも目付が
低く、かつ低目付領域１６よりも目付が高い中目付領域１８を有する。中目付領域の目付
は、吸収体の他の部位（低目付領域、中目付領域及び高目付領域を除いた領域）の目付よ
りも低い。中目付領域１８は、高目付領域の前側と、一対の股下圧搾部８１の後側と、の
それぞれに設けられている。本実施の形態の高目付領域の目付は、６００ｇ／ｍ２であり
、低目付領域の目付は、０ｇ／ｍ２であり、中目付領域の目付は、１５０ｇ／ｍ２であり
、吸収体の他の部位（低目付領域、中目付領域及び高目付領域を除いた領域）の目付は、
３００ｇ／ｍ２である。高目付領域１７の前端縁は、前側に位置する中目付領域１８の後
端縁と一致し、かつ後述する前側外装トップシート２４の後端縁に一致する。高目付領域
１７の後端縁は、ショーツ型ナプキン１の前後方向Ｌにおける中心１ＬＣよりも前側に位
置する。なお、吸収体の目付は、一定であってもよい。
【００２３】
　本体バックシート１４は、本体フィルム１２の外方向Ｔ２側と、本体トップシート１１
の内方向Ｔ１側と、の両方に配置される。本体バックシート１４の幅方向Ｗの中央部は、
本体フィルム１２の外方向Ｔ２側に配置される。本体バックシート１４の中央部よりも幅
方向の外側は、本体フィルム１２の外側縁を起点に幅方向の内側に折り返され、本体トッ
プシート１１の内方向Ｔ１側に配置される。本体バックシート１４には、不織布等のシー
トなどが使用される。
【００２４】
　ショーツ型ナプキン１には、着用者の腰周りが挿入される腰周り開口部３１と、着用者
の脚がそれぞれ挿入される一対の脚周り開口部３２と、が形成される。腰周り開口部３１
は、シャーシ２０の前端縁２０Ｆ及びシャーシ２０の後端縁２０Ｒによって囲まれて形成
されている。脚周り開口部３２の最も幅方向の内側に位置する部分は、ショーツ型ナプキ
ン１の前後方向の中心１ＬＣよりも前側に位置する。
【００２５】
　シャーシ２０は、外装トップシート２１と、外装バックシート２２と、を有する。シャ
ーシ２０を構成する外装トップシート２１の幅方向の長さ及び、外装バックシート２２と
の幅方向の長さは、吸収性本体１０の幅方向の長さよりも長い。
【００２６】
　外装トップシート２１は、少なくとも幅方向に伸縮する伸縮性を有する不織布からなる
。外装バックシート２２は、外装トップシート２１の外方向Ｔ２側に配置される。外装バ
ックシート２２は、非伸縮性の不織布からなる。外装トップシート２１が配置された領域
は、後述する伸縮領域を構成する。
【００２７】
　外装トップシート２１は、前胴周り域Ｓ１側に位置する前側外装トップシート２４と、
後胴周り域Ｓ２側に位置する後側外装トップシート２５と、を有する。前側外装トップシ
ート２４と後側外装トップシート２５は、前後方向Ｌに離間している。外装バックシート
２２は、前胴周り域Ｓ１、股下域Ｓ３、及び後胴周り域Ｓ２に亘って設けられている。後
側外装トップシート２５が配置された領域は、幅方向に伸縮性を有する伸縮領域となる。
後側外装トップシート２５は、少なくとも後胴周り域Ｓ２の一部に配置されていればよい
。本実施の形態の後側外装トップシート２５は、股下域Ｓ３と後胴周り域Ｓ２に亘って設
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けられている。
【００２８】
　前側外装トップシート２４及び外装バックシート２２は、シャーシ２０の前端縁２０Ｆ
において後側に折り返されている。前側外装トップシート２４及び外装バックシート２２
が折り返された部分には、腰周り伸縮性部材２６が配置されている。
【００２９】
　後側外装トップシート２５及び外装バックシート２２は、シャーシ２０の後端縁２０Ｒ
において前側に折り返されている。後側外装トップシート２５及び外装バックシート２２
が折り返された部分には、腰周り伸縮性部材２６が配置されている。後側外装トップシー
ト２５と外装バックシート２２との間には、脚周り伸縮性部材２７が配置されている。　
【００３０】
　吸収性本体１０は、本体トップシート１１及び吸収体１３が厚み方向に圧搾された圧搾
部８０を有する。圧搾部８０が形成されているため、本体トップシート１１に排出された
体液を、本体トップシート１１を介して吸収体１３に迅速に引き込むことができる。なお
、圧搾部８０は、少なくとも吸収体１３が厚み方向に圧搾されていればよい。
【００３１】
　圧搾部８０は、股下域Ｓ３から前後方向Ｌに延びる股下圧搾部８１と、股下圧搾部８１
よりも後側に位置し、かつ股下圧搾部８１と離間して配置された後側圧搾部８２と、前後
方向Ｌに延びる一対の前側サイド圧搾部８４と、前後方向Ｌに延びる一対の後側サイド圧
搾部８５と、を有する。
【００３２】
　一対の股下圧搾部８１の間隔は、股下圧搾部８１の後端縁８１Ｒに向かうにつれて短く
、かつ圧搾部８０の前端縁８１Ｆに向かうにつれて短くなっている。また、一対の股下圧
搾部８１は、股下圧搾部８１の前端縁８１Ｆにおいて連なり、かつ股下圧搾部８１の後端
縁８１Ｒにおいて連なっている。よって、本実施の形態の一対の股下圧搾部８１は、一体
化しており、平面視にて環状である。なお、一対の股下圧搾部８１は、離間して配置され
ていてもよいし、平面視にて環状でなくてもよい。また、一対の股下圧搾部８１によって
囲まれた領域には、幅方向に延びる圧搾部が形成されていない。
【００３３】
　股下圧搾部８１は、股下域Ｓ３から前後方向Ｌに延びる第１圧搾部８１１と、第１圧搾
部８１１よりも後側に位置する第２圧搾部８１２と、を有する。第１圧搾部８１１と、第
２圧搾部８１２と、は、前後方向Ｌにおいて離間している。前後方向Ｌにおける第１圧搾
部８１１と第２圧搾部８１２の間には、本体トップシート１１及び吸収体１３が厚み方向
に圧搾されていない非圧搾部８１３が設けられている。非圧搾部８１３は、少なくとも吸
収体１３が圧搾されていなければよい。非圧搾部８１３は、幅方向において一対の低目付
領域１６に挟まれた領域に配置されている。
【００３４】
　第１圧搾部８１１は、一部が不連続であってもよいし、連続していてもよい。本実施の
形態の第１圧搾部８１１は、第１圧搾部８１１が不連続であり、当該不連続の部分には、
非圧搾部８１３が設けられている。非圧搾部８１３は、第１圧搾部８１１において複数箇
所に設けられていてもよいし、第１圧搾部８１１において１箇所設けられていてもよいし
、第１圧搾部８１１において設けられていなくてもよい。第１圧搾部８１１において非圧
搾部８１３が設けられていない構成においては、非圧搾部８１３は、第１圧搾部８１１と
第２圧搾部８１２の間に１箇所設けられる。一対の低目付領域１６に挟まれた領域に、少
なくとも一の非圧搾部８１３が配置されていればよい。非圧搾部８１３が設けられる第１
圧搾部８１１と第２圧搾部８１２の間隔は、少なくとも４ｍｍ以上であることが好ましい
。また、一対の股下圧搾部８１の一方の股下圧搾部８１の非圧搾部８１３と、一対の股下
圧搾部８１の他方の股下圧搾部８１の非圧搾部８１３と、は、幅方向Ｗに沿った同一直線
上に位置することが好ましい。後述する吸収体の湾曲基点を幅方向に沿って形成し易くな
る。
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【００３５】
　股下圧搾部８１は、前胴周り域Ｓ１と股下域Ｓ３に跨がって配置されている。股下圧搾
部８１は、後胴周り域Ｓ２に配置されていない。
【００３６】
　股下圧搾部８１の後端縁８１Ｒの幅方向の外側には、低目付領域１６が形成されている
。本実施の形態では、股下圧搾部８１の後端縁８１Ｒの幅方向の両外側に、それぞれ低目
付領域１６が形成されている。低目付領域は、後サイド接合部２９２よりも前側に位置す
る。低目付領域１６は、幅方向の内側に向かって延びており、当該低目付領域１６が延び
る方向は、幅方向Ｗに対して傾斜している。より詳細には、低目付領域１６は、幅方向Ｗ
の内側に向かうにつれて後方に延びる。低目付領域１６は、伸縮領域に重なっている。
【００３７】
　後側圧搾部８２は、吸収体１３の幅方向の略全域に配置された点状の圧搾部である。各
後側圧搾部８２は、間隔を空けて配置されている。点状の後側圧搾部８２が形成された吸
収体１３の後部は、幅方向全域に亘って厚み方向Ｔに押圧され、吸収体１３の後部の厚み
は、比較的薄くなっている。
【００３８】
　股下圧搾部８１の幅方向の外側には、一対の前側サイド圧搾部８４と、一対の後側サイ
ド圧搾部８５と、が形成されている。前側サイド圧搾部８４は、股下圧搾部８１と離間し
ている。後側サイド圧搾部８５は、股下圧搾部８１と離間し、かつ後側圧搾部８２と離間
している。
【００３９】
　吸収性本体１０は、起立性のレッグサイド伸縮部６０を有する。レッグサイド伸縮部６
０は、一対の脚周り開口部３２よりも幅方向の内側に位置し、吸収性本体１０の外側縁に
設けられている。レッグサイド伸縮部６０は、吸収体１３よりも内方向Ｔ１側に配置され
る起立性のギャザーである。レッグサイド伸縮部６０は、本体バックシート１４と、本体
バックシート１４間に配置された防漏伸縮性部材１５と、によって構成されている。
【００４０】
　レッグサイド伸縮部６０は、レッグサイド伸縮部６０よりも外方向Ｔ２側に位置する本
体トップシート１１等の裏面側部材に接合される接合部分６１と、裏面側部材に接合され
ず、防漏伸縮性部材１５によって前後方向に伸縮可能な収縮部６２と、を有する。図２及
び図５において、接合部分６１に斜線を付して示す。接合部分６１は、収縮部６２よりも
幅方向の外側に位置する第１接合部分６１Ａと、収縮部６２よりも前後方向の両外側に位
置する第２接合部分６１Ｂと、を有する。
【００４１】
　裏面側部材は、レッグサイド伸縮部６０よりも外方向Ｔ２側に位置する部材であればよ
く、例えば、本体トップシート１１、本体フィルム１２、及び本体バックシート１４を例
示できる。レッグサイド伸縮部６０は、着用時には接合部分６１を基端部として立ち上が
り、収縮部６２が頂点部として着用者の肌と接触する。すなわち、接合部分６１は、レッ
グサイド伸縮部６０の立ち上がりの基端部となる。また、収縮部６２よりも後側に位置す
る第２接合部分６１Ｂは、厚み方向において低目付領域１６に重なる。なお、本実施の形
態において２つの部材が重なる状態とは、２つの部材が当接して重なった状態のみならず
、２つの部材の間に他の部材が配置され、２つの部材が間接的に重なった状態を含むもの
である。
【００４２】
　なお、収縮部６２は、前側の第２接合部分６１Ｂと後側の第２接合部分６１Ｂの間に位
置する。収縮部６２は、防漏伸縮性部材１５によって実質的に前後方向に収縮した部分で
あり、収縮力が発揮されない状態で防漏伸縮性部材１５が配置された部分を除く概念であ
る。
【００４３】
　本実施の形態において、吸収体の目付は、以下の方法で測定できる。目付を測定する部
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分を吸収性物品から切り出し、本体トップシート及び本体フィルム等、吸収体以外の部分
を取り除き、吸収体の重量を測定する。吸収体の重量と目付を測定する部分の面積とに基
づいて目付を算出する。
【００４４】
（２）作用・効果
　装着された状態で着用者の両脚によってショーツ型ナプキンが挟まれると、ショーツ型
ナプキン１には、幅方向Ｗの内側に向かう力が掛かる。一対の股下圧搾部８１によって挟
まれた領域は、着用者側に隆起する。よって、着用者の股下域Ｓ３に吸収体１３がフィッ
トする。
【００４５】
　図６は、ショーツ型ナプキンの装着状態を模式的に示した図である。図６は、後方から
視認した装着状態の吸収体の変形を示している。股下圧搾部８１の第１圧搾部８１１が股
下域Ｓ３から前後方向Ｌに延びているため、当該隆起した部分も前後方向Ｌに連続する。
このように構成されたショーツ型ナプキン１が引き上げられると、非圧搾部８１３よりも
後側および低目付領域１６よりも後側に引き上げる力がかかる。よって、低目付領域１６
よりも後側の領域は、引き上げられる。また、吸収体１３は、低目付領域１６を基点とし
て湾曲する。更に、一対の低目付領域１６の間に非圧搾部８１３が形成されているため、
吸収体は、非圧搾部８１３を基点としても湾曲する。そのため、隆起した部分は、非圧搾
部８１３よりも後方及び低目付領域１６よりも後方に伝播し難くなる。
【００４６】
　例えば、股下圧搾部８１が前後方向Ｌに連続し、かつ低目付領域１６が設けられていな
い構成にあっては、吸収体１３の隆起した部分も前後方向Ｌに連続する。当該隆起した部
分の後端縁は、股下圧搾部８１の後端縁８１Ｒとなる。吸収体１３に湾曲基点が形成され
ずに、吸収体１３が臀部から離間し、漏れが発生することがある。また、股下圧搾部８１
が前後方向Ｌに連続し、かつ低目付領域が設けられていない構成にあっては、後胴周り域
Ｓ２のシャーシが身体に密着しても、吸収体１３と臀部に空間が形成され、斜め後漏れが
発生してしまう。
【００４７】
　しかし、非圧搾部８１３及び低目付領域１６が幅方向に延びる一定領域内に配置されて
いるため、非圧搾部８１３及び低目付領域１６による吸収体１３の湾曲基点を設けること
ができる。また、非圧搾部８１３の幅方向Ｗの外側に位置する低目付領域１６が吸収体１
３の両外側縁において吸収体１３の変形を吸収し、吸収体１３が湾曲し易くなる。よって
、臀部の膨らみに沿って吸収体１３を配置でき、身体とショーツ型ナプキン１との隙間を
少なくし、後漏れを低減できる。
【００４８】
　また、非圧搾部８１３よりも後側及び低目付領域１６よりも後側には、隆起した部分が
伝し難く、非圧搾部８１３よりも後側には、第２圧搾部８１２が設けられ、厚みが薄く形
成されている。よって、吸収体１３の後側は、第２圧搾部８１２によってフラットに配置
され易く、後漏れを抑制できる。
【００４９】
　サイド接合部２９から幅方向Ｗに延びる領域は、着用者の腰周りにフィットする。例え
ば、低目付領域１６がサイド接合部２９から幅方向に延びる領域内に配置されていると、
低目付領域１６を介して湾曲状に変形し難くなる。しかし、低目付領域１６が後サイド接
合部２９２よりも前側に配置されているため、吸収体１３が湾曲した状態を実現できる。
ショーツ型ナプキン１のフィット性を高め、体液の漏れを抑制できる。
【００５０】
　低目付領域１６は、幅方向Ｗの内側に向かうにつれて後方に延びる。当該低目付領域１
６が伸縮領域よりも前側に位置するため、伸縮領域によって後胴周り域Ｓ２が収縮した際
に、低目付領域１６の後側が低目付領域１６の前側よりも収縮する。そのため、収縮した
自然状態において、低目付領域１６は、幅方向Ｗに沿って配置される。よって、低目付領
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域１６による湾曲状の変形基点が幅方向に沿って形成される。ショーツ型ナプキン１のフ
ィット性を高め、体液の漏れを抑制できる。
【００５１】
　また、伸縮領域と重なる吸収体１３は、幅方向Ｗに縮む力を受ける。股下圧搾部８１が
設けられた領域の吸収体１３は、股下圧搾部８１よりも幅方向の外側において収縮する。
また、股下圧搾部８１よりも後側の領域の吸収体１３は、吸収体１３の全域において収縮
する。よって、股下圧搾部８１よりも後側の領域の吸収体の幅は、比較的狭くなる。すな
わち、吸収体１３は、後方に向かうに連れて幅が短くなっており、逆ハの字の外形となる
。また、低目付領域１６も、逆ハの字の形状となる。低目付領域１６の形状と吸収体１３
の形状とが沿うため、吸収体１３に皺が入りにくく、吸収体１３がよれ難くなる。
【００５２】
　レッグサイド伸縮部６０の立ち上がりの基端部である第２接合部分６１Ｂは、低目付領
域１６に重なる。例えば、第２接合部分６１Ｂが低目付領域１６よりも後側に配置されて
いると、レッグサイド伸縮部６０の収縮部６２の収縮によって低目付領域１６が収縮し、
吸収体１３が湾曲状に変形できないことがある。また、第２接合部分６１Ｂが低目付領域
１６よりも前側に配置されていると、レッグサイド伸縮部６０によって収縮した部分と、
低目付領域１６による湾曲状の変形部分と、が連動せず、吸収性能が低下するおそれがあ
る。
【００５３】
　立ち上がりの基端部である第２接合部分６１Ｂが低目付領域１６に重なることにより、
レッグサイド伸縮部６０よる収縮が吸収体の湾曲状の変形に悪影響を及ぼすことなく、レ
ッグサイド伸縮部６０よる収縮と低目付領域１６による変形と、を実現できる。体液の横
漏れと後漏れを抑制できる。
【００５４】
　上述したように、本発明の実施形態を通じて本発明の内容を開示したが、この開示の一
部をなす論述及び図面は、本発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示
から当業者には様々な代替実施の形態、実施例及び運用技術が明らかとなる。
【００５５】
　変形例に係る吸収性物品は、低目付領域１６が、前後方向Ｌに離間して複数設けられて
いてもよい。具体的には、上述の実施形態の一対の低目付領域１６のそれぞれの前側又は
後側に、吸収体１３の外側縁から幅方向の内側に向かう他の低目付領域１６が設けられて
いてもよい。一の低目付領域と他の目付領域は、平面視にて同じ形状であってもよいし、
異なる形状（例えば、幅方向の長さが異なる形状）であってもよい。
【００５６】
　複数の低目付領域１６を設けることにより、吸収体１３の変形基点が複数形成され、吸
収体１３が低目付領域１６を基点としてより湾曲し易くなる。よって、着用者の臀部の膨
らみに沿って吸収体１３を配置でき、後漏れをより抑制できる。また、複数の低目付領域
１６を設けることにより、臀部の位置や大きさに個人差がある場合にも、着用者に適した
位置で吸収体が湾曲可能となる。
【符号の説明】
【００５７】
１　　　　：ショーツ型ナプキン
１ＬＣ　　：ナプキンの前後方向の中心
１０　　　：吸収性本体
１１　　　：本体トップシート
１２　　　：本体フィルム
１３　　　：吸収体
１４　　　：本体バックシート
１５　　　：防漏伸縮性部材
１６　　　：低目付領域
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１７　　　：高目付領域
１８　　　：中目付領域
２０　　　：シャーシ
２１　　　：外装トップシート
２２　　　：外装バックシート
２４　　　：前側外装トップシート
２５　　　：後側外装トップシート
２６　　　：腰周り伸縮性部材
２７　　　：脚周り伸縮性部材
２９　　　：サイド接合部
２９１　　：前サイド接合部
２９２　　：後サイド接合部
３１　　　：腰周り開口部
３２　　　：脚周り開口部
６０　　　：レッグサイド伸縮部
６１Ａ　　：第１接合部分
６１Ｂ　　：第２接合部分
６２　　　：収縮部
８０　　　：圧搾部
８１　　　：股下圧搾部
８１１　　：第１圧搾部
８１２　　：第２圧搾部
８１３　　：非圧搾部
８２　　　：後側圧搾部
８４　　　：前側サイド圧搾部
８５　　　：後側サイド圧搾部
Ｓ１　　　：前胴周り域
Ｓ２　　　：後胴周り域
Ｓ３　　　：股下域
Ｌ　　　　：前後方向
Ｔ　　　　：厚み方向
Ｗ　　　　：幅方向
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月4日(2016.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前胴周り域、後胴周り域、及び股下域を備え、
　前記前胴周り域の外側縁と前記後胴周り域の外側縁とが接合されたサイド接合部と、
　吸収体が厚み方向に圧搾された一対の圧搾部と、を有し、
　前記吸収体は、前記吸収体の他の部位よりも目付けが低い一対の低目付領域を有する、
吸収性物品であって、
　前記一対の圧搾部は、前記股下域から前後方向に延びる第１圧搾部と、前記第１圧搾部
よりも後側に位置する第２圧搾部と、を有し、
　前記一対の低目付領域は、前記吸収性物品の前後方向の中心よりも後側において、前記
吸収体の外側縁から幅方向の内側に向かって延びており、
　前記一対の低目付領域に挟まれた領域には、前記前後方向における前記第１圧搾部と前
記第２圧搾部の間に設けられ、かつ前記吸収体が圧搾されていない非圧搾部が配置され、
　前記低目付領域は、前記サイド接合部よりも前側に位置する、吸収性物品。
【請求項２】
　前記後胴周り域の少なくとも一部に配置され、かつ前記幅方向に伸縮性を有する伸縮領
域を有し、
　前記低目付領域は、前記幅方向内側に向かうにつれて後方に延びる、請求項１に記載の
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吸収性物品。
【請求項３】
　一対の脚周り開口部よりも幅方向内側に位置し、前記前後方向に沿って伸縮可能な収縮
部を有する起立性のレッグサイド伸縮部を備えており、
　前記レッグサイド伸縮部の立ち上がりの基端部は、前記低目付領域に重なる、請求項１
又は請求項２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記低目付領域は、前記前後方向に離間して複数設けられる、請求項１から請求項３の
いずれかに記載の吸収性物品。
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